
261

ライフサイエンス、医学の分野での画像 ･映像の活用は近年めざま
しいものがある。
　特に臨床診断に、画像診断の果たす役割が、格段に重要性を増し
ているだけでなく、基礎研究の領域に於いても画像 ･映像の活用に
よる新しい知見が注目を集めている。
　それらの画像、映像を利用することにおいて、一つには高品質な
画像情報を得ることによってその可能性が広がる。また微速度顕微
鏡撮影など時間の要素を加えた動画による映像は、とくに生命現象
の変化を捉える探求においてその可能性の拡がりが期待されている。
　この『バイオ・イメージング　生命への探索　アーカイブ』は、
生体 ･生命に関わる現段階における最高水準の映像のライブラリー
を作ることによって、画像、映像の持っている可能性を、医師、研
究者及び学生や一般視聴者に対して提示し、その活用の道を開いて
いくことを狙った。
　同時に、こうした私たちの内なる世界の神秘的で魅力的な映像を
見せていくことによって、生命現象の精緻さ、さらには「生命の尊
厳」というものについて考えさせるような役割を果たしていきたい
と考える。

最新の医療技術を駆使し、人体の内部を高精細映像で捉え、画像解
析 ･ 合成・微速度顕微鏡映像・CG 技術でこれを補完する。
映像は、教育分野、医療技術など幅広い活用が期待できる。
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